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概  要 
加速器中性子源による中性子線を用いた非破壊検査技術です。デバイス技術

の発展により、より弱い強度の中性子ビームでも計測が可能になりました。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

同じような手法である X 線透過法と比較すると、中性子透過は液体や軽元素

に対して感度があるため、これまで X 線では見えにくかった液体やプラスチッ

クなどの透過像測定で特に威力を発揮します。 

本技術の 

有用性 

中性子線を用いて非破壊で物体の内部を計測します。透過像測定の他にも

CT 計測や散乱計測などなど様々な応用があります。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

   

適用可能製品 数センチ程度の大きさのものでしたら透過測定が可能です。 
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